




























かにされている（Stallings y Peres, 2000; Weller, 2001; Vos, Taylor, and Paes de Barros, 2002; IDB,
2003; Berg, Ernst and Auer, 2006）。ところが、女性については全般的に教育水準の向上と労働力率の
上昇が見られ、90年代の 10年間は男女間の賃金格差も多くのラテンアメリカ諸国で縮小したとの積
極的な評価がなされている（Weller, 2001; Duryea, Cox Edwards and Ureta, 2001; IDB, 2003; Ocampo,
2004）。しかし、他方では構造調整は社会的弱者である女性に多大の負担を強いた（Stewart, 1991;
Beneria, 2003; Kuiper and Barker,2006）、あるいはグローバル化が女性雇用を増やしたとしても、そ
































その結果、経済成長率は 1994年の 4.4%から 1995年には－ 6.1%にまで落ち込んだが、米国政府
や国際通貨基金（IMF）などの支援により翌年には経済は回復に向かった。その後は 2001年に米国
の景気後退の影響が表れるまで比較的高い成長率が維持されたが、この間のメキシコ経済の牽引役を
果たしたのは輸出であり、輸出総額は 1990年の 268億ドルから 2000年には 1,665億ドル、さらに



























1993 1996 2000 2004
農業 5.4 5.4 4.4 4.5
鉱業 1.3 1.3 1.1 1.1
製造業 31.6 35.1 38.6 37.2
建設業 6.1 5.3 5.2 5.2
電力・ガス・水道業 1.6 1.7 1.7 1.9
商業・レストラン・ホテル業 16.6 14.9 15.3 15.1
運輸・通信業 8.1 8.4 8.8 9.6
金融・保険・不動産業 11.1 10.9 9.9 10.8
地域・社会・個人サービス業 18.2 16.9 15.1 14.5
合計　 100.0 100.0 100.0 100.0
貿易財 38.3 41.8 44.1 42.8
非貿易財 61.7 58.1 56.0 57.1
（出所）INEGI, Sistema de Cuentas Nacionales de México, 1999 y 2006, www.inegi.gob.mx.
表１－Ａ　部門別生産構造（1993年価格）
（単位：％）
1993 1996 2000 2004
農業 22.7 22.3 19.6 20.3
鉱業 0.5 0.4 0.4 0.4
製造業 12.0 11.8 12.8 10.9
建設業 10.3 10.7 12.4 12.6
電力・ガス・水道業 0.5 0.5 0.6 0.6
商業・レストラン・ホテル業 18.3 18.4 18.5 19.4
運輸・通信業 5.5 5.7 6.0 6.1
金融・保険・不動産業 2.0 2.0 1.9 1.9
地域・社会・個人サービス業 28.1 28.4 27.8 27.7
合計 100.0 100.0 100.0 100.0
貿易財 35.2 34.5 32.8 31.6
































景気が回復した 2006年にも 4.6%であった２）。また、都市の低生産性部門の就業人口比率も 1996年




















3.0%であったが、今後は 2.3%程度に下がると予想されている。それでも 2020年頃までは年々 100
万人以上増加すると見込まれている。このような高い増加率は過去の高出生率を反映したものでもあ
るが、同時に近年の女性の労働市場参入の活発化によるところが大きい。実際、都市における男性の






歴を持つ中等教育修了者は、男性では 1989年の 12.3%から 2004年には 19.8%に、13年以上の高等
教育修了者は 15.9%から 20.9%へと増加した。また、女性労働者については同期間に中等教育修了

















合　計 雇用者 自営業主 無給労働者 合　計 雇用者 自営業主 無給労働者
全労働者 32.8 18.1 10.1 4.6 42.2 27.6 11.7 2.9
農業 8.8 1.6 4.2 3.0 6.0 2.2 2.6 1.2
非農業 24.0 16.5 5.9 1.6 36.2 25.4 9.0 1.8 
男性労働者 22.7 12.2 7.7 2.8 26.6 17.4 7.9 1.3 
農業 7.7 1.5 4.0 2.2 5.3 2.0 2.5 0.8
非農業 15.0 10.7 3.7 0.6 21.3 15.4 5.4 0.5
女性労働者 10.1 5.9 2.4 1.8 15.6 10.2 3.8 1.6
農業 1.1 0.1 0.2 0.8 0.7 0.2 0.1 0.4
非農業 9.0 5.8 2.2 1.0 14.9 10.0 3.7 1.2
（出所）INEGI, Encuesta Nacional de Empleo, 1993 , および Encuesta Nacional de Ocupación y Empleo, 2006
に基づき作成。Sistema de Cuentas Nacionales de Méxicoによるデータとは必ずしも整合的でない。
表２－Ａ　農業・非農業における男女別・就業形態別労働者数
（単位：％）
合　計 雇用者 自営業主 無給労働者
全労働者 2.0 3.3 1.2 － 3.6
農業 － 3.0 2.5 － 3.8 － 7.0
非農業 3.2 3.4 3.3 0.9
男性労働者 1.3 2.8 0.0 － 6.1
農業 － 2.9 2.2 － 3.7 － 8.1
非農業 2.8 2.9 3.0 － 0.9
女性労働者 3.4 4.3 3.7 － 0.9
農業 － 3.6 5.5 － 5.5 － 5.5



















































就業者数 雇用者 自営業主 無給労働者
男性労働者
増加数（千人）１） 6,276 4,427 1,769 64 
部門別構成比（％） 100.0 100.0 100.0 100.0
製造業・鉱業・電力業 20.7 25.2 8.6 37.4
建設業 12.9 13.4 13.0 － 11.7
商業 17.4 15.3 20.3 .0
運輸・通信業 7.4 7.5 8.2 － 2.1 
政府 5.8 8.0 .0 .0
サービス業 35.8 30.6 49.7 76.4
女性労働者
増加数（千人）１） 5,098 3,277 1,460 358
部門別構成比（％） 100.0 100.0 100.0 100.0 
製造業・鉱業・電力業 21.5 23.8 13.8 28.9
建設業 0.6 0.9 0.1 1.3
商業 28.9 20.6 45.3 32.8 
運輸・通信業 1.1 1.2 0.8 1.2
政府 3.7 5.7 .0 － 0.1
サービス業 45.0 47.8 40.0 35.9
（注）１）分類不能の者を含む。



















合計 民　間　部　門 合計 うち、非専門
専門・ 非専門・ うち、家事 ・技術職
技術職 技術職 労働者
男　性
1994 4.9 75.5 6.5 54.7 0.6 19.6 18.0
1998 6.3 75.0 6.8 55.3 1.2 18.9 16.6
2000 6.0 76.9 8.9 56.7 0.9 17.3 15.3
2002 5.8 74.2 6.2 56.1 1.4 20.0 18.2
2005 4.5 77.1 12.1 65.0 0.7 18.5 15.9
女　性
1994 1.5 72.8 6.1 46.4 9.6 25.8 25.0
1998 2.2 69.5 6.5 46.5 9.0 28.4 27.1
2000 1.9 70.2 6.6 46.1 6.5 27.9 26.8
2002 1.9 71.1 6.4 49.5 9.7 21.0 25.3
2005 2.1 72.8 16.0 56.8 10.1 25.1 23.3
（注）１）自営業主のうち、従業員を雇用している者。
２）自営業主のうち、従業員を雇用していない者。




















男性労働者 女性労働者 女性化指数 男性労働者 女性労働者 女性化指数
（%） （%） （%） （%）
専門・技術職 5.7 6.8 52.7 7.5 8.0 65.9
教職 1.7 6.2 159.0 2.3 6.6 162.0
官僚・民間部門管理職 2.1 1.2 24.4 2.5 1.6 40.2
事務職 5.5 14.0 114.1 6.5 13.4 115.8
工員・補助職員 25.4 15.4 26.8 31.3 18.7 35.5
商人・販売職 10.9 24.4 99.6 13.0 26.3 117.6
運転手 5.6 0.0 0.1 7.6 0.1 10.4
個人サービス職 6.0 20.1 148.8 7.0 21.1 168.7
警備・監視員 2.0 0.1 4.4 3.2 0.4 7.6
農業労働者 35.1 11.7 14.8 19.2 4.4 14.5
合　計 100.0 100.0 44.3 100.0 100.0 59.5
（出所）Rendón, Teresa, y Víctor M. Maldonado, “Evolución reciente del trabajo de hombres y mujeres en México”,
Comercio Exterior, Vol.55, Núm.1 (enero de 2005), p.50; INEGI, Encuesta Nacional de Ocupación y














１倍未満２） 1～ 2倍 2～ 3倍 3～ 5倍 ５倍超
男　性
専門・技術職 4.4 10.0 15.2 23.1 36.5
教職 2.8 6.4 11.9 34.9 36.3
官僚・民間部門管理職 1.4 3.1 6.4 14.1 60.5
事務職 2.7 12.8 26.1 29.2 22.6
工員・補助職員 7.9 20.0 32.4 25.3 9.6
商人・販売員 17.1 21.9 23.8 17.7 12.3
運転手 7.7 14.7 27.9 32.7 15.0
個人サービス職 14.4 30.2 29.4 15.5 5.3
警備・監視員 2.0 16.6 42.0 27.7 7.6
農業労働者 59.3 22.5 8.9 3.6 1.7
合　計 18.1 19.0 23.7 20.1 13.2
女　性
専門・技術職 8.1 10.2 16.7 27.2 29.1
教職 5.7 8.6 14.0 40.7 25.1
官僚・民間部門管理職 3.5 5.4 8.7 21.3 50.2
事務職 5.9 15.9 29.7 27.4 14.6
工員・補助職員 31.5 31.4 26.1 6.5 1.8
商人・販売員 43.6 24.5 15.0 7.9 4.2
運転手 19.5 19.1 23.0 26.2 9.8
個人サービス職 30.0 38.9 18.8 6.7 1.9
警備・監視員 1.8 14.8 39.0 35.7 5.1
農業労働者 78.2 13.4 5.9 0.6 0.3
合　計 28.9 24.6 19.5 13.7 8.0
（注）１）所得不明の者を含むため、構成比の合計は 100%にならない。
２）無給の者を含む。















































































































































Gammage (1998) 、Weller (2001) 、IDB (2003) などによって示されている。また、メキシコについて
も Cragg and Epelbaum (1996) や Ramírez (2000) によって同様のことが明らかにされている。
４）INEGI, Encuesta Nacional de Empleo 各号、および Encuesta Nacional de Ocupación y Empleo,
2006に基づき算定。
５）INEGI, Indicadores Estratégicos de Ocupación y Empleo, 2006に基づき算定。
６）たとえば、Arriagada (1997) 、Weller (2001) 、Piras (2004) 。
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The Mexican Labor Market and Gender 
under the Trade Liberalization Policy
Setsuko YUKAWA
Abstract
Since the mid-1980s the Mexican government has promoted the trade liberalization policy as well
as other policy reforms aiming at a market driven economy geared toward exports. In spite of the pre-
mise that it would increase employment and well-being, the outcome has been rather disappointing in
terms of job creation.
As for the female labor force, however, women’s participation rate has risen considerably in this
period, and the larger demand for the skilled labor under the trade liberalization policy has provided
better opportunities to the women with a higher level of education. On the other hand, many of the
women with lower levels of education have been able to find only unstable and poorly paid employment
with little benefit from the policy reforms.
Although the wage differentials between men have reduced in recent years, the disparity between
women has widened, accelerating the polarization. In order to meet the growing demand for skilled
labor and to narrow the income gap it is imperative to ensure the women from the low income strata an
access to higher levels of education and training programs.
Keywords : Mexico, labor market, gender, trade liberalization policy, income inequality
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